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『近代中日思想文化交渉史研究』要旨 
劉岳兵 
 
『近代中日思想文化交渉史研究』(江蘇人民出版社、2019 年 8 月)は正式に発表された
論文 24本とテレビインタビューを受けるために准備した学術ノート 1本で構成され、筆
者の近代中日思想文化交流史の分野における十数年来の成果の集大成である。本文所収の
25本の論攷は「緒論にかえて」および「湘学と近代日本の知識構築」「近代日本の漢学者
および湘学との関係」「日本近代思想の中国的要素」「日本近代思想と儒学」「中日近代学
術思想の交流とインタラクティブ」「日本研究学術史に対する回顧と展望」の六章に分け
られ、そして後記と索引を付している。中では、「中日文化交流史研究に対する回顧と展
望――ある種の大雑把な学術史的漫談」はもとより第六章に置いてもよいが、読者に中日
文化交流史研究における本書の位置をよりよく理解してもらうために、「緒論にかえて」
という形で全書の最初に置いたわけである。ほかの六章については、さらに湘学と日本(第
一章、第二章)、日本近代思想および儒学を含む中国的要素(第三章、第四章)、近代中日
学術思想のインタラクティブと相互利用およびその功罪(序論にかえて、第五章、第六章)
という三つの部分に分けられる。その中でいくつかの論文は研究史と方法論に対する探求
と評論であるが、より多いのは筆者自身のケーススタディであり、それによって歴史の脈
動を把握し、より開放的な研究視野を追求しようとするものである。近代中日思想文化交
流史の中で、学者の相互往来、著作の相互翻訳、思想の相互啓発などは、相互交流で各自
の社会的需要あるいは自身の発展に適応する革新を実現し、ウィンウィンを達成した。こ
のような歴史事実に対する探求は、従来の近代中日文化交流史分野で一方的に中国に対す
る日本の影響を強調する定式を是正できるのみならず、更に近代日本の知識構築で中国要
素の役割を分析するのにも重要な意義があると思われる。 
第一章と第二章は、様々な側面から湘学と日本の関係を論じたものである。第一章「湘
学と近代日本の知識構築」は、近代日本における王船山『宋論』、魏源『聖武記』に対す
る翻訳・伝播とその影響、そして長沙の葉徳輝に学んだ日本漢学者の塩谷温・松崎鶴雄、
および日本に留学した湖南籍の学者楊昌済などについて論究した。第二章「近代日本の漢
学者および湘学との関係」は、京都大学の漢学者・「京都シナ学」の創始者である狩野直
喜や内藤湖南と湘学との関係について論じたものであり、すなわち狩野直喜と王芃生・楊
樹達、皮錫瑞との関係、そして内藤湖南が湖南籍の学者である王船山・王闓運・葉徳輝・
曽国藩らに対する評価を論攷した。湘学は地方の学でありながら中華文明の重要な構成部
分でもあり、それをケーススタディとして日本との関係を究明することによって、近代中
日文化交流におけるインタラクティブと相互影響の特徴を明らかにすることができる。 
第三章と第四章はさまざまな側面から日本近代思想の特徴とその中国的要素を解明す
るものである。第三章は加藤弘之の『隣草』・夏目漱石晩年の漢詩・『論語』が近代日本に
おける普及する一例である『論語兵話』（著者は陸軍中将西川虎次郎)および田岡嶺云の「和
訳漢文叢書」を例として、さまざまな角度から「中国的要素」がどのように日本近代思想
の各分野に浸透していたかを論じたものである。第四章は日本近代「超国家主義」思想と
しての仏教など伝統的要素、徳富蘇峰の晩年日記である『頑蘇夢物語』の中の戦争責任問
題、西田哲学と時局との対抗と屈服の中で現れた矛盾の現代性などから、今まで学界があ
まり関心を示さない日本近代の思想家西晋一郎と儒学との関係を論じ、近代日本思想に対
する儒学・仏教などの影響と役割を分析したものである。一般的には、明治維新以来の日
本思想の発展は絶えずに西洋化への過程と思われがちだが、上述のケーススタディを通じ
て、「中国的要素」が近代日本の思想と知識の構築において果たした重要な役割を明らか
にしている。 
第五章、第六章及び「緒論にかえて」は主に近代中日学術思想のインタラクティブと相
互影響、そしてその功罪を論じたものである。第五章は「明治維新」における近代中日学
界のインタラクティブと相互推進をいかに認識すべきか、中華民国時代における津田左右
吉の著作およびその学術思想の影響、中華民国時代における「日本マルクス主義」研究著
作の影響、日本における中国現代新儒教の代表的な人物である梁漱溟著作の影響などを例
として、近代中日学術思想の交流とインタラクティブをそれぞれ詳しく論じた。第六章は
中国における日本研究関連分野の学術史に対する整理と展望であり、清末維新派の明治維
新論とその日本研究に対するヒント、中国の日本思想史研究の方法論問題などを検証し、
いかにして中国の日本哲学思想史研究を推し進めるか、朱謙之の日本哲学思想史研究の伝
統を受け継いで進化させてゆくかなど、清末以来中国における日本研究の関連分野につい
て体系的整理を試みたものである。「緒論にかえて」は本書のテーマと直接関連する中日
文化交流史研究の回顧と展望であり、学術史的観点から民国時代以来中日文化交流史研究
の概念と方法・現況と課題を整理分析したうえで、本研究分野の見通しについて展望を試
みた。この部分は近代中日学術思想の相互関係を動的および静的という両面から考察した
ものである。 
本書のあとがきにおいて、筆者の日本での勉学と研究経歴、特に中日文化交流史の研究
に従事する学術背景について振り返っている。その中で特筆すべきは、関西大学が中心と
なって設立された「東アジア文化交渉学会」の影響を挙げなければならない。それはあく
までも個人的な経歴だが、この分野の中国研究者にとっては、ある程度の普遍性を持つか
もしれない。その研究の「成果」を勉学の「経験」と結びつけて考えれば、読者は本書の
長所と短所をより全面的に認識できるかもしれない。索引は人名と文献を含んでおり、中
国の学術書がまだ「索引」を重視していない雰囲気の中で、本書は紙面を惜しまずに人名
と文献の索引を詳しく作成したのも特筆すべきことである。 
本書は筆者が主編をつとめた「百年南開日本研究文庫」第一期(計 19 巻)の中の一巻で
ある。この文庫は百年来、南開大学の日本研究の基本的な成果を収録している。南開大学
と日本との関係は百年来の中日関係の一縮図とも言えるが、南開大学の日本研究は中国に
おける各時代の日本研究の最先端を担うものであり、本叢書から南開大学日本研究の伝統
と特色を窺い知ることができる。中国における日本研究の基本的なパラダイムは、大体に
おいて「剋敵制勝」、「他山の石」という二種類に分類できる。筆者は研究者が原典から自
然に発生した知的好奇心、超功利主義的研究、日本研究の多元性などを強調しており、こ
のような研究こそ本当の日本的価値を認識できると主張している。それができてこそ、中
国自身の価値、さらに世界の価値は自然に明らかになり、著名な社会学者費孝通の言う
「美々與共」（ともに美を分かち合う）という文化的理想を実現できるだろうと確信して
いる。 
